
















【要旨】乳幼児の血圧をリヴァロッチ型血圧計、ダイナマップ型自動血圧計で測定し、そ

れぞれの年令別性別の正常値を求めた。また、幼児の早朝第 1尿の電解質を測定し、尿中

食塩排泄量を評価した。さらに、新生児の血圧と赤血球膜透過性について検討を加えた。

成人病の危険因子として血圧は重要であり、小児期からの血圧測定は大きな意義を持つ。

また、血圧の調節因子としてナトリウムは勿論のこと、カルシウム、マグネシウムについ

ても検討が必要と考えられた。


